


道志村の夏　～未来通信隊が、道志の新盆にお邪魔しました！

　Ｈさんのお宅は、従来通り座敷に祭壇があり、供養に

いらした方が座敷でご焼香した後、奥に準備してある

たくさんの手作りのお料理と飲み物でおもてなしを受

ける形でした。

　地類組合のご高齢の女性方がたまたま同じテーブル

でしたので、いろいろなお話しを伺いました。

Ａ地区　Ｈさん宅

Ｂ地区　Ｒさん宅

　Ｒさんのお宅は、今年初めて奥の間に祭壇を置き、

縁側に焼香台を別途置くことで、新盆を迎える側も訪

問する側も負担が軽くなるような試みをされました。

　この地区では、女性達のお念仏が今でも行われてお

り、貴重な体験をさせていただきました。お念仏が

終わった後に食事をもてなされており、いろいろお話

を聞かせていただきました。

　昨年のワークショップから折に触れ議論されてきた村の慣習に関することで、

葬儀や新盆、お彼岸などのやり方や義理がどんどん大変になっていくため、それ

を改善していきたいという意見がたくさんでていました。

　そこで、去る８／１４（土）、　地区の異なる２件の新盆を迎えるお宅を訪問し、

新盆のやり方について取材をさせていただきました。　今回は、従来のやり方を

されたＨさん宅と、簡素化を試みたＲさん宅にお話をうかがいました。

【道志村の新盆】
　道志村の新盆は、各地区で少しずつやり方が異なるそうですが、１３～１５日の３日間、親類

の方や地類組合の方、地区の方などがご香料を持参し、供養に回られます。ご佛前にお参りが

終わると、料理が振る舞われます。多いときには十数件のお宅を供養に回られるそうです。

　尚、月夜野では決め事を文書化して残しており、参加者の方から資料をいただきました！

次から次へと出てくるおもてなしの料理

すべて手作りで、とてもおいしくいただきました。

簡素化といっても、ご先祖

様にも親戚にも恥ずかしい

思いをさせないようにと、

ご焼香台のしつらえなどに

も配慮をされたそうです。

▲

お念仏の様子▲　Ｈさん宅では良いことやってたよと、早速

まわってきた人が言っていた。　はじめに新しいことを

やるのは大変なことだが、実際にやった事例を知れば、

来年やってみる人

がでてくるのでは？

将来のことを考えると

簡素化していくことも

　　良いことだと思う。

　子どもの世代は、村外から

嫁いでくる嫁が多くなり、顔を

知らない人もいる。

　行事の時の料理も、回を重ね

る度に豪華になっていくので、

後の世代が大変になる。

【念仏】
　道志村では、地区の女性たちが御霊前や

御佛前で心を込めて念仏を唱えるという習

わしがあるそうです。

　念仏は、昔から後世に口伝で伝えられて

きたそうですが、村で生まれ育った人ばか

りでなくなった現在は、うたを書き記して伝

えており、その内容はじっくり読むととても

さみしく心を打つものだそうです。

　昔からの慣習を若い人に伝えるのは難し

く、各家族や各地区でいろいろな課題があ

りそうです。

訪ねる側としても、いいと思う。

義理でもてなされた調理を食

べるのも大変。

　今回、新盆をやる前に、簡素化することを親戚に相談をした

ところ、やってみたらと後押しをしてくれたので実行した。

　人によって考え方はさまざま。今回の簡素化の話をした際、

若い人でも「そんなことをするわけにはいかない」と言う人も

いた。その一方で、「やりにくいことをよくやってくれた」と言っ

てくれた人もいた。

　縁側でご焼香してくださった方にも、「お時間があれば中に

入って」ということを必ず声がけするようにした。来てくださっ

た方の半数ほどが縁側でお焼香をし、帰るときに「これはいい

ね」という声をたくさん聞いた。

　このようなことは、今まできっかけがなく言えなかった。

今後、やれることから実践して行けるようにしたい。
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【新盆の現在～他の市町村ではどうしている？】

・お花屋さんによると、よその地域では縁側にそのまま大きな写真を出して焼香台を置いている。

・大月では中の仏壇は見えないところに置き、訪ねてきてくれる人に向けて用意するのは縁側の

　焼香台のみにしているそうだ。

・忍野では、14日ではなく13日に新盆の家をまわる。お焼香をして、その家の人からペットボトル

　の飲料をもらって帰る。「来てくれてありがとう」の気持ちとして。

・都留の一部では新盆の義理は一率1,000円。今後0にすることも検討しているそうだ。

・西桂では、広報に生活運動の実践として簡素化を呼び掛けている。（毎年8月に掲載）
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